
ワンズモール情報！

※2022年10月1日（土）
から、新型コロナワクチン集団
接種会場（臨時）を再開
しております。

保険相談は、何度でも無料！今ある保険の見直しだけも♬
どんなささいなことでも、ご遠慮なくお問い合わせください。

◆ワンズモール店：0120-668-218
     千葉市稲毛区長沼町330-50 ワンズモール1階 10:00-19:00

◆カインズ茂原店：0120-688-218 
    千葉県茂原市腰当653-1 カインズ茂原店内  10:00-19:00

応募案内：ご質問大募集！本紙掲載でエコバッグプレゼント♪
【応募先アドレス】 ✉ uchiyama@myhp.co.jp
【タイトル】 「マイプラザニュース応募」とご記載ください。
【メール内容】 ①氏名(性別・年齢) ②住所 ③電話番号orメールアドレス ④ご質問

※ご質問が採用された方には、回答が掲載された号のマイプラザニュースと、プレゼントのエコバッグを送付いたします。
※採用の有無のご連絡はいたしませんので、本紙にてご確認ください。
※確認事項がある場合、送信先アドレスまたは記載の電話番号にご連絡致します。
※マイプラザニュースに掲載する情報は、「質問への回答のみ」とし、氏名や電話番号等の掲載はいたしません（氏名
掲載希望の場合は、お手数ですが、応募メールにその旨をご記入ください）。

※いただいた個人情報はマイプラザニュースの運営のみ利用するものとし、使用後は紙媒体・データ等すべて破棄
いたします。 よって、保険勧誘を含め、その他一切に利用すること、漏洩させることはありません。
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～日常生活や、保険相談前のそぼくな疑問にお答えします～

今回のテーマは【所得税減税】です！

昨今ニュースで「所得税が１人につき４万円減税される」という報道が多くみられます。この政策は給付は経
済対策ではなく、過去2年の税収が余ったため、国民へ少し返すために行われるものです。しかしながら、中
にはこの還元を受けられない人もいるという指摘もあります。
非課税世帯には別の形で7万円ほど給付されるのですが、いわゆる「働き損」の人がでることは、大問題です
よね。そこで、本記事では所得税減税案の詳細と、実際にどれほど還元されない方が出るか、言及ます。

【4万円減税は、どこからされる？】
4万円減税の内訳は以下のように決定したようです。
・所得税から：3万円
・住民税から：1万円
減税対象を所得税と住民税に分けた理由は、おそらく「所得税は非課税だが住民税は課税対象」という、
夫（あるいは親）の扶養内で働く妻や子らへの対処と思われます。

【住民税も所得税も非課税だと、還元されない？】
非課税世帯の場合、減税するものがないため、別途7万円が給付されることになりました。
また、「夫（親）の扶養内に収まるように、住民税も所得税も非課税で働いている」という妻や子については
、夫の所得税・住民税から扶養人数分が還元されることになりました。
たとえば、「夫・妻・大学生・園児」という家族構成で、妻・大学生・園児が夫の扶養である場合、夫は妻・
大学生・園児分の還元をまとめて受けることになります。ただし、日本では15歳以下の子どもは、所得税の
計算上扶養とならないため（※住民税の計算では扶養）、上述の例だと、園児の分が満額4万還元され
るか、住民税の1万のみ還元となるか、定かではありません。
また、所得税も課税対象だが、納税額は還元額の3万円に満たないという方に対しても、満たない額を補填
するのか、納税額のみを還元するかに注目が集まります。

【還元方法は？】
実は最も重要なのが、還元方法です。2024年の夏に施行と言われていることから、以下の4パターンが考え
られます。この還元方法によって、還元される金額が大きく異なることになります。
①2024年の年末調整と一緒
②2025年の確定申告と一緒
③2024年の夏に、2024年初の確定申告を元に還元
④2024年の夏に、2024年分の税として給与から徴収した分をそのまま還元

今回、「2024年の夏に1回限り施行」と言われていることから、おそらく③か④と予想されます。しかし、③の
場合、「住宅ローン控除で所得税がゼロとなっていたら、住民税分しか還元されないのか？」という落とし穴が
あります。また、「ふるさと納税で住民税を納めた場合、所属する自治体に収めている金額が1万円以下だと
今回の還元を満額で受けられないのか？」という疑問も生じます。
となると、④の還元が最も妥当ですが、これは最も手間のかかる手法でもあります。

実は還元方法によって、還元額も大きく変わるという落とし穴があるこの法案に対して、自民党がどのように
対応していくのか、我々も今後注目していく必要がありそうです。
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